
A.  書籍の成り⽴立立ち=部品ごとの実体（⼈人・時間・場所・諸概念念）の著作・来歴を
記述可能なメタデータ構築の枠組みを構成 �

点線部拡⼤大図�

全体図�

2.  ⽀支援⽅方法�
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B.  オントロジー構築�
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C.  正規化+Linked Data化�
① 書誌中（特に注記）の情報を
属性と値の組に�

② 値から注釈的記号・記述を分
離離�

③ ⼈人名・分類名に標⽬目URI[3]
を紐紐付け�

3.  市場直次郎郎コレクション[1]⼈人名ネットワーク�
（A+B＋Cを適⽤用後のメタデータを使⽤用）�
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has-a�

提案オントロジー(B) 
正規化・Linked Data化(C)�

部品中の著作情報を記
述可能なドメインオン
トロジー�

この著作の 
制作元 
(⼈人か版⽊木) �

部品名 
(表紙・序等) �

書籍・⽂文化財形式
オントロジー

FRBROO[2]を基に 
作成�

属性	 値�
書名	 ⼤大津ゑふし弐編�
読み	 オオツエブシニヘン�
書型	 中�
巻冊	 1巻1冊	 
編著者	 春⾵風亭主⼈人柳柳絲述	 
刊⾏行行年年	 嘉永7年年？	 
⻄西暦	 1854	 
刊写	 刊	 

注記	 

⾒見見返し題「⼤大津画ぶし／⼆二編」。「寅の
春   春⾵風亭のあるし柳柳絲なり」。奥付「嘉
永六六丑春／書肆   ⼤大坂⼼心斎橋南本町北北エ⼊入  
河内屋平七板」。他に「（新製）⼤大津絵
ふし／春⾵風亭主⼈人柳柳絲述／従初編⾄至⼗十篇
／近⽇日出板」の広告を付す。刷り表紙で
「布袋と⼥女女」図。	 

読み�

巻冊�

注記�

提案する書誌構造�

冊⼦子� ⼤大坂⼼心斎橋南本町北北エ⼊入  
河内屋平七板�

本の部品名（製本⽤用語） 
「冊⼦子」：書籍全体を指す 

(書籍全体も部品の⼀一つ) �

⼤大津画ぶし／⼆二編�

書肆�

奥付� 嘉永六六丑春�
題� 布袋と⼥女女�

記載�

表紙�

⾒見見返し�

⼤大津ゑふし弐編�題�

奥付�

部品の著作情報・属性・値
をWebで⼀一意の識識別⼦子

(URI)で取得可能に�

表紙�

共著関係の可視化�
Gephi[4]で作成�

（[1]所蔵の貴重書メタデータ例例）�

5W1Hで記述可能な�
部品別著作情報�

 　部品名（表紙、
序など）を選択し
て可視化できる�

 　⼈人名は
NDLA標⽬目で
統⼀一�
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⼈人名：NDLA[3]標⽬目�
辺の太さ：共著数�
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貴重書（古⽂文書）利利⽤用者がメタデータから⼈人名ネットワークを構築する�

1.  背景および⽬目的�

貴重書中の部品を記述できるオントロジーに基づき�
Linked  Data化したメタデータを⽤用いた�

⼈人名ネットワーク構築の試み�
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